
ガイドラインへの反映が必要と
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資料２－２

〇東京ＤＭＡＴの新たな活動
（医療対策拠点での災害医療コーディネーター支援、都が設置する
対策本部支援、医療機関に対する支援）

〇都災害医療コーディネーター、地域災害医療コーディネーターを中心とした
各医療チームの指揮命令系統の明示
〇医療機関のライフライン支援の要請の流れ（主に水、燃料）
〇新興感染症を想定した緊急医療救護所の設置例（総合防災訓練での
事例紹介）

〇医療対策拠点は、風水害時も必要に応じて設置されうることを明記
〇島しょ部での災害発生時の医療救護活動要請の流れ
〇患者搬送手段としての東京都ドクターヘリの災害時活用、
他県からの参集ドクヘリの体制

〇東京都災害薬事コーディネーターの配置、活動

第1回部会での事務局提示案

※ 上記のほか適宜時点更新を行う


